
「心を一つ」に輝いた秋季大運動会 ～笑顔あふれる錦江小～
校長 加治木 徹

澄み渡るさわやかな秋空のもと、10月18日（日）に、錦江
小学校第79回秋季大運動会を開催いたしました。正門には「お
やじ会」の皆様が子供たちのためにと、時間をかけて作ってく
ださった大変立派な「緑門」がそびえ立ち、運動会の開幕を華
やかに盛り上げてくださいました。登校してきた子どもたちも
その緑門をくぐりながら、これから始まる運動会への期待に目
を輝かせていました。

今年の運動会スローガンは 「笑顔あふれる錦江小 心を一つに盛り上げよう」でした。、

この日に向けて子供たちは、毎日の朝の活動や体育の時間、昼休みなど、汗を流しなが
ら一生懸命に練習に取り組んできました。何度も繰り返し練習し、あきらめずに努力を重
ねていく子供たちの姿は、本当に素晴らしかったです。開会式で子供たちに 「運動会は、
単に勝ち負けだけを競う場所ではなく、①最後まであきらめない心、②友達と力を合わせ
る心、③お互いの頑張りをほめ合い・たたえ合う心、を大きく育てる大切な日です」と話
しました。

競技が始まると、子供たちは自分を信じ、これまで練習してきた成果を思いきり発揮し
てくれました。一人一人が一生懸命に走る姿、仲間を大きな声で応援する姿、そして係と
して自分の役割に責任を持って取り組む姿は、どれも100点満点でした。

特に圧巻だったのは、応援団の子供たちの活躍です。紅白それぞれの応援団がリーダー
シップを発揮し、競技中も休むことなく全校児童の応援を力強くリードしてくれました。

、 、応援合戦の際には 応援団長を中心とした熱のこもった掛け声がグランド中に響きわたり
赤組も白組も一丸となって盛り上げる姿は実に見事でした。ご臨席いただいたご来賓の皆
様からも 「赤も白も、どちらの応援も本当に素晴らしかったですね」とお褒めの声を多、
数いただきました。

また、紅白対抗リレーなどでも見せてくれた全校で心を一つにして仲間を励まし合い、
最後まで力を合わせて走り抜く躍動感あふれる姿とあたたかい声援に、私たち教職員も胸
が熱くなり、たくさんの感動をもらいました。勝敗はつきましたが、お互いの健闘をたた
え合う子供たちの笑顔は、まさにスローガン通りの「笑顔あふれる錦江小」を象徴してい
ました。

当日はお忙しい中、多数ご臨席いただき、温かいご声援を送っていただきましたことを
心より感謝申し上げます。皆様の拍手や声援が、子供たちにとって何よりの大きな力とな
り、一歩前へ踏み出す勇気となりました。いつも錦江小学校を温かく支えてくださり、本
当にありがとうございます。

やりきった達成感と感動でいっぱいの運動会を通し、子供たちは一回りも二回りもたく
ましく成長しました。この運動会で育てた「最後まであきらめない心」や「仲間と協力す
る心」を大切に、これからの行事や日々の学習・生活でも、全校みんなで心を一つにして
高め合ってほしいと願っています。



 
 
 
 
 
 

 

 


